
 

 

 

 

 

 

 
2013 年 4 月 26 日、27 日の両日にわたり、韓国社会福祉学会が成均館大学（ソウル特別

市鍾路区）で開催された。成均館大学は 1398 年に設立された朝鮮王朝の最高教育機関成均

館を母体としており、その歴史は 600 年以上もある。広大な大学キャンパス内には成均館

の建物が保存されており、樹齢 400 年を超す銀杏の木がとても見事であった。そして、大

会会場は、600 年記念ホールで開催された。 

日本からの参加は、役員・理事 2 名（副田あけみ副会長、門田光司）と国際学術交流促進委

員（金圓景委員、蘇珍伊委員）、そして韓日学術交流シンポジウムのシンポジスト 2 名（野口

典子会員、才村純会員）、自由研究発表 4 組（6 名）であった。  
大会前日の 4 月 25 日には日本代表団公式歓迎懇親会が催され、曺興植（会長・ソウル大学

教授）、洪坰駿（国際交流委員長・成均館大学教授）を含め韓国側から 7 名の役員が参加され、

心温まる歓迎を受けた。4 月 26 日（第 1 日目）は、韓国社会福祉学会の開幕式に参加し、日

本からの代表団一人ひとりの紹介がなされた。その後、11 時より日韓社会福祉学会役員定期

集会をもち、①2013 年度日本社会福祉学会秋季大会（北星学園大学）国際学術シンポジウム

のテーマ「災害における危機と地域福祉」についての意見交換とシンポジスト 2 名の参加要

請、及び自由研究発表の公募要請、②岩田正美会長より提案された日韓共同研究の推進につい

ての意見交換などがなされた。  
4 月 27 日の 10：00～13：00 にシンポジウム

が開催され、はじめに曺会長の挨拶があり、続

いて副田副会長が岩田会長からの挨拶文を代読

された。今回のシンポジウムのテーマは「介護

（ケア）危機と社会福祉の対応」であり、主題

発表１では高齢者分野において、金燦佑氏（カ

トリック大学教授）が「韓国における老人長期

療養保険制度及び老人ケアサービスの死角地帯

究明と解消の方案」を、野口典子会員（中京大

学教授）が「超高齢社会日本における“隠れ認

知症高齢者”の存在とその対応」を発表された。

金氏は、2008 年よりスタートした老人長期療養保険制度において、サービス受給における

死角地帯を究明し、解消案を早急に図っていくことの必要性を論じられた。野口会員は

2010 年に実施された個別面接調査から具体的事例を用いて、“隠れ認知症高齢者”への支

援対策の必要性とデンマークの「協力モデル」の有効性を論じられた。 

続いて主題発表２では児童分野において、崔恩鈴氏（忠北大学准教授）が「韓国におけ

る児童ケアの再考：原則と課題」を、才村純会員（関西学院大学教授）が「日本における

子どもの権利擁護に関する取り組みの現状と課題」を発表された。崔氏は、韓国での低い

出生率と早い高齢化、進化している社会の両極化において、児童ケアと老人扶養の空白は

大きな社会課題であり、この社会情勢における児童ケアの再考を論じられた。才村氏は、

日本において深刻化する児童虐待を踏まえ、社会的養護領域における子どもの権利保障に

向けた取組みの動向と到達点、課題について論じられた。各氏の発表に続いて、梁蘭周氏
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（大邱大学教授）と尹成鎬氏（圓光デジタル大学教授）がそれぞれコメントを述べられた。

その後、質疑応答となったが、活発な意見交換がなされた。今回、通訳をしていただいた

金圓景氏（日本福祉大学地域ケア研究推進センター）と蘇珍伊氏（中部大学准教授）には

訪韓にあった大変世話になった。 

今秋の日本社会福祉学会第 61 回大会（北星学園大学）での再会を確認して韓国社会福祉

学会学術交流シンポジウムを閉じたが、尚一層日韓の親交が深まった機会だったといえる。 

 

 


